
新潟大学国際セ ン タ ー 紀要 第1 号 23 - 28
,
2 00 5 年 J o u rn al o f th e I n t e rn a ti o n al e j( C h a n g e S u p p o rt C e n t e r

20 0 5
,
V o l . 1 : 23 - 28

,
N iig a ta U n i v e r s lty

事態認識と言語形式のかかわりについて

―付帯状況表現「～ナガラ」を題材に―

A Note on Cognition and Language Form-NAGARA, A Conjunctive Form in Japanese

池 田 英 喜 *

(ik e d a @ is c . nii g at a -

u . a c .j p)

I n thi s w o rk
,
I m a k e 2 h y p oth e s e s;

1 ) S e n t e n c e s a r e di vid e d i n t o s o m e hi e r a r c hi c al c a t e g o ri e s .

2 ) 2 s e n t e n c e s c o nj u n ct e d b y N A G A R A m u st b e s e m a nti c ally i n d e p e n d e n t .

T h e a b o v e t w o h y p ot h e s e s a r e al s o e vid e n t w h e n p u tti n g t w o w o rd s o f th e s a m e c a t e g o r y i n a

p a r all el c o n n e cti o n .

1 . は じめ に

(o1) テ レビを見ながら､ 勉強した｡

(o2) テ レ ビを見て ､ 勉強した ｡

上記2 例は ともに付帯状況表現を伴 っ た文で ある ｡ 2 文 い ずれも ｢勉強する+ という主と

なる事態と同時進行的に ｢ テ レ ビを見 る+ とい う付随的事態が起 こ っ て い る こ とをあらわし

て い る ｡ しか しなが ら､ 日本語母語話者が こ の 例 に接 する と､ (o 1) で見 るテ レ ビは ､ 勉強

と無関係の 番組で あると解釈しや すい の に対して ､ (0 2) で見 る テ レ ビは ､ 勉強という目的

の ため に見る もの であ っ て ､ その 画面で放映されて い る内容 と勉強に は密接な関係が あると

解釈しや すい ｡ 本稿で は ､ 特に こ の 前者で あるナガ ラを伴っ た付帯状況表現を取り上 げ､ 主

たる事態と付随的事態に は どの ような意味的関係 が存在するかを考察する ｡

2 . 先行研究

付帯状況表現 の ナガラ ､ タ マ マ ､ テ の 3 者を比較し､ それぞれの 特徴をまとめた もの に三

宅 (199 5) があるが ､ その 中の ナガ ラに つ い て の結論 の記述を以下に紹介する ｡

ナガラ ･ -

｢ 過程+ を持 つ 動詞 の 場合 ､ 付帯状況 として成立す る ｡ ただ しその 場合 ､

主節に対する相対的な ｢ 過程+ で あ っ て もよ い ｡ ｢ 過程+ を持たな い動詞 の

場合は､ 基本的に不成立で あるが ､ 繰り返しの 意味の場合､ または ｢ 維持+

を持つ 動詞の場合は､ 成立する こ とがある ｡ こ れらは ｢ 過程的な持続性を

持つ 場合 に成立する+ として まとめ る こ とがで き る ｡ 尚､ 動詞が ｢ 維持+
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を持つ 場合は､ タ マ マ ､ テ に置き換えが可能な場合がある ｡

つ まりは､ 付帯状況表現となるべく従属節の 動詞に過程もしくは過程と見なし得るような

ある種の 時間的持続の 意味が見出せ るか否かが成立の 鍵とな っ て い る｡ しかしながら､ 時間

的持続性に はなん ら問題がなくとも､ ナガ ラの使用が許されな い ､ もしくは許しがたい 表現

は簡単に作り出すこ とがで きる｡

次節で はその ような例を紹介し､ 事態の 認識 とそれを表す言語形式の かかわり につ い て の

仮説を紹介する ｡

3
. ナガラが使える場合と使えない 場合

以下 に示すような例 の 場合に はナガ ラは使えない ､ ある い は非常に使い にく い ｡ たとえば

(o 3) の 例が許される の は ､ ｢ 卵と小麦粉を混ぜ る+ の が ｢ ケ ー キを焼く+ の で はなく ｢ ク ッ

キ ー を焼く+ な ど､ ケ ー キとはま っ たく別の もの を作るため の 行為で ある場合で あろう｡

しか し､ 前述 の 三 宅 (19 9 5) の指摘する ような過程的持続の有無に つ い て はま っ たく問題

の ない もの ばかりで ある ｡

(o 3)

(o 4)

(o 5)

? 卵と小麦粉を混ぜながら､ ケ ー キを焼く ｡

? ク レ ヨ ン で色を塗りなが ら､ 絵を措く｡

? 石鹸で体を洗 い ながら､ お風呂に入 る｡

一

方で ､ 前述 の 3 例 と同じ動詞を用 い て事態を表しながら､ 全く問題 なくナガラ を用 い る

ことの で きる以下 の ような例がある ｡

(o 6) パ ス タ とソ ー ス を混ぜなが ら､ ケ ー キを焼く ｡

(o 7) 口紅を塗りながら､ 絵を措く｡

(o 8) 石鹸で靴を洗 い なが ら､ お風呂に入 る ｡

それぞれ異なる の は ､ (0 3) と (o6) で は何を混ぜ るの か ､ (04) と (0 7) で は何を塗る の

か ､ (0 5) と (0 8) で は何を洗うの かだけで あるが､ こ の遠 い によ っ て われわれの 事態の 認

識 には大きな差が生 じると考えられる ｡ すなわち (03) から (05) の場合には ､ 以下 の よう

な事態の 認識 の仕方が働い て い ると考えられ ､ そ の場合にはナガ ラで両者を接続する ことは

で きない という言語的事実がある ｡

(o9) 卵と小麦粉を混ぜ るの は ､ ケ ー キを焼 くため の
一

作業工程で ある ｡ 結局 これ らは 1 つ

の 事態で ある｡

(1 0) ク レ ヨ ン で色を塗 るの は､ 絵を措くための
一

作業工程で あ る｡ 結局こ れらは 1 つ の 事

態で ある ｡
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(ll) 石鹸で 体を洗うの は ､ お風呂に入 るための
一 作業工程で ある ｡ 結局これらは1 つ の 事

態である ｡

それに対して ､ (06) か ら (08) で は主節の 表す事態と､ とナガ ラ節の 表す事態に意味的

なつ ながりは何もない と考えられ､ その 結果 2 つ の事態を全く別々 に認識 して い ると考えら

れ る｡

(12) パ ス タ とソ ー ス を混ぜる こ とと､ ケ
ー キを焼くことは全く無関係な2 つ の事態で ある ｡

(13) 口紅を塗 る ことと､ 絵を措く こ とは全く無関係 な 2 つ の事態で ある ｡

(14) 石鹸で靴を洗うこ とと ､ お風呂に入 る こ とは全く無関係な 2 つ の 事態である ｡

(o3) から (05) の事態の 出現順 を逆に して みると､ 面白 い こ とにそれほ ど違和感なく文

意の解釈が可能に なり､ 容認しやすい 文に なる｡ 以下は (03) から (05) の例文内の 事態の

出現順を逆 に したもの である ｡

(15) ケ ー キを焼きながら､ 卵と小麦粉を混ぜる ｡

(16) 絵を措きながら､ ク レ ヨ ンで色 を塗る ｡

(17) お風呂に入りながら､ 石鹸で体を洗う｡

たとえば (1 5) で は､ (0 9) の ように言語形式上で は 2 つ の 事態を ､ 結局は 1 つ の 事態と

して認識すると いう機能が働かず､ ｢ ケ
ー キを焼く+ という事態と､ ｢卵と小麦粉を混ぜ る+

と いう事態は ､ お互 い 無関係な 2 つ の 事態で あると い う認識が優先されて い る ｡ (15) (1 6)

に つ い ても同様で ある｡

以上の こ とから､ 以下 の ような 2 つ の 俊説を導き出すこ とができる ｡

仮説① : 事態には上位､ 下位の 区別が存在する ｡

仮説(参: ナガ ラに よ っ て接続され る 2 つ の 事態は ､ その 解釈にお い て全く無関係な独

立したもの で なければならず､ お互 い 上位下位の 関係にある 2 つ の事態を接

続するこ とはできない ｡

(o3) と (1 5) で 表され る事態だけを単純に取り上 げれば､ ｢ ケ
ー キを焼く - 上位事態+

｢ 卵と小麦粉を混 ぜ る = 下位事態+ となり ､ 仮説② の条件から (0 3) は不可 となる ｡
一

方同

じ 2 つ の事態 を取り上 げて い て も､ (1 5) で は上位事態をナガラ節に用 い た結果 ､ 2 つ の事

態の 上位/ 下位とい う関係がキ ャ ンセ ル され､ それぞれ無関係な別の 事態として認識され る

と いうわけで ある ｡

実際の 言語感覚にお い ても､ (03) の 文を読んだ / 聞い た場合 に は (09) の ように解釈し

て しまい ､ その 結果ナガ ラ によ る接続 に違和感を覚えるが､ (15) の 文を読んだ / 聞い た場

合に は､ 一 方で ケ ー キを焼き､ その傍らで ､ それこそク ッ キ ー を作る準備として卵と小麦粉

を混ぜ るとい っ たような印象を受け､ ナガ ラ によ る接続にそれほ ど違和感を覚えない ｡
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4 . ナガ ラ文の 実例検証

以下に実際にナガ ラ節が付帯状況表現として用 い られて い る用例をあげる ｡

(1 8) こうして周りからの 圧力と戦い ながら､ がん細胞は分裂を重ねて い く ｡ ( A E R A 93 年 5

月25 日号)

(19) 暑さばかり は ､ どうにもならない け ど､ 片手でうちわをあお ぎながら寝る特技が見 に

つ い た｡ ( A E R A 9 3 年 5 月2 5 日号)

(20) 愛想の ない お手伝 い の老女が運ん で きた紅茶に砂糖を入 れながら､ 字多山は そろりと

切り出した｡ (『迷路館の殺人』 綾辻行人 講談社)

(21) 煙草の 箱を上着の ポケ ッ トに戻しなが ら､ 鮫嶋は答えた｡ (『迷路館の 殺人』 綾辻行人

講談社)

(22) ト ッ トちゃ ん は､ い い ことを思 い つ い て ､ マ マ の 顔をの ぞきながら､ 大声をはりあげ

て い っ た○ (『窓ぎわの トッ トちゃん』 黒柳徹子 講談社)

(23) 放課後､ ト ッ トち ゃ ん の ク ラス の 子 は ､ みん な､ 弾丸の ように ､ 家に帰 っ て しま っ た｡

お互 い に ､ パ ジャ マ と毛布を持 っ て集まれる幸運を祈りなが ら -

｡ (『窓 ぎわの トッ ト

ち ゃん』 黒柳徹子 講談社)

(1 8) から (23) で示されるそれぞれ 2 つ の事態を並 べ て表に してみ る と以下の ようにな

る ｡

事態① ( ナガ ラの 前) 事態② (文末)

(1 8) 圧力と戦う 分裂を重ねる

(1 9) うちわをあお ぐ 寝る

(2 0) 紅茶に砂糖 を入れる (話を) そ ろりと切り出す

(2 1) 煙草の箱を上着の ポケ ッ トに戻す ( 質問に) 答える

(2 2) マ マ の顔をの ぞく 大声をはりあげて いう

(2 3) 幸運を祈る 家に帰る

通常の付帯状況表現として の ナガラ節と主節の 表す 2 つ の事態には ､ 上位下位の 関係 も存在

しない し､ 意味的に何ら関係の ない 事柄が現れて い る こ とは明 らかで ある ｡

5 . 他の言語現象との かかわり

付帯状況表現 とい うの は､ い わば同時に存在する 2 つ の 事態を並列的に ､ しかしその両者

をそれぞれ独 立の 文として で はなく､ 接続して全体として 1 つ の 文として 表現する とい う手

法で ある ｡ この こ とは 2 つ の名詞を並列的 に 1 つ の文に組み 込んで表現する手法と似て い る｡
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たとえば､ 名詞 / 形容詞を並列的に表現 した場合は ､

(2 4) リ ン ゴとみかんが好きだ ｡ ( - ｢ リ ン ゴが好きだ+ ＋ ｢ みかんが好きだ+)

(25) 桜の 花はかわい くて艶やかだ｡ ( - ｢ 桜の 花はかわ い い+ ＋ ｢桜の花は艶やかだ+)

の ようになる ｡ 並列にするの が名詞/ 形容詞で はなく文末の動詞 の 場合､ たとえば (18) の

例 を借 りれば､

(2 6) うちわをあお ぎながら寝る ｡ ( - ｢うちわをあお ぐ+ ＋ ｢寝る+)

と い う具合に付帯状況表現を用 い るこ とに なる ｡

だとすれば､ 上位概念と下位概念を並列的に接続 できな い とい うの は付帯状況表現の ｢ ナ

ガラ+ 以外の他の 言語現象に も当然見られ るはずで あり､ たとえば以下 の ような言語事実が

簡単に見つ かる ｡

(27) * 子供は犬と動物が好きだ｡

( - ｢ 子供は犬が好きだ+ ＋ ｢子供 は動物が好きだ+)

(28) * 空き地 に新しい マ ン シ ョ ン と建物が建つ ｡

( - ｢ 空き地 に新しい マ ン シ ョ ンが建つ+ 十 ｢ 空き地 に新しい 建物が建 つ+)

(2 7) で は動物が犬の 上位概念で あり､ (2 8) で は建物が マ ン シ ョ ン の 上位概念で ある の

で ､ これ らを並列に接続する ことがで きない ｡

6 . まとめ

本稿で述べ た仮説を以下 に再録する ｡

① : 事態には上位事態､ 下位事態の 区別が存在する｡

② : ナガ ラに よ っ て接続され る 2 つ の 事態は ､ その 解釈にお い て全く無関係な独立したもの

で な ければならず､ お互 い 上位下位の 関係に ある 2 つ の事態を接続する こ とはで きな

い ｡

語桑分類を行う際にはごく当たり前の ように考慮される上位概念/ 下位概念という考え方

を ､ 文に つ い て も応用 できる の で は ない かと考えてみ た｡ 本稿で は､ 文と い わずに ｢文の 表

す事態+ と いう捉え方をしたが ､ これは ｢ わ れわれが
一 つ の事柄として認識するの はなんで

あろうか+ を考え､ その コ ア (核) に なるとこ ろ だけを抽出したか っ たからで る｡

簡単な考察で は あ っ たが ､ 並列表現に 関する制限が語桑的なもの だけで は なく文と い う単

ー
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位にお い ても生きて い ると いうことが示せ たこ とは収穫である ｡

レ ポ ー トの テ ー マ に付帯状況表現を選 んでくれた我が研究生の 孫景浩君に ､ こ の 場を借り

て感謝します｡

沓斗骨りヰ.
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